
①
「
小
中
一
貫
教
育
」

「

」

、

の

可
否

に
つ
い
て

市
民
の
意
見
と
議
論
、

及
び
「
子
ど
も
の
意
見

」

。

表
明

が
必
要
で
あ
る

戦
後
日
本
の
教
育
制
度

の
根
幹
で
あ
る
単
線
型
学

校
制
度
か
ら
複
線
化
と
な

り
、
し
か
も
学
校
統
廃
合

に
つ
な
が
る
重
大
問
題
で

あ
る
「
小
中
一
貫
教
育
」

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の

意
見
も
聞
か
ず
、
市
民
と

の
議
論
も
さ
れ
ず
に
、
市

総
合
教
育
会
議
で
「
令
和

７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

」

、

せ
る
と
決
め
た
こ
と
は

上
か
ら
の
一
方
的
な
、
権

力
主
義
的
な
決
定
で
は
な

い
か
。

と
り
わ
け
、
学
校
の
主

体
で
あ
る
児
童
生
徒
の
意

見
を
聞
か
な
い
で
決
め
た

こ
と
は
、
国
連
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
に
も
「
こ
、

ど
も
基
本
法
」
に
も
反
す

る
「
重
大
な
誤
り
」
で
あ

る
。

②
い
ま
教
育
の
最
大
の

課
題
は

「
小
中
一
貫
教

、

育
」
と
は
別
で
あ
る
。

「

」
、

小
中
一
貫
教
育
は

広
島
県
呉
市
が
財
政
破
綻

を
背
景
に
、
平
成

年
度

12

（
２
０
０
０
）
に
「
中
高

、

一
貫
校
が
あ
る
な
ら
小
中

一
貫
校
も
」
と
、
研
究
開

発
学
校
の
指
定
を
受
け
て

導
入
さ
れ
た
。

そ
し
て
法
制
化
を
背
景

に
、
少
子
化
と
財
政
的
理、

由
か
ら
全
国
に
拡
大
さ
れ

年
が
経
過
し
、
調
査
研

24究
が
進
み
、
弊
害
は
明
ら

か
で
あ
る
。

い
ま
、
人
類
が
直
面
す

、

、

る
課
題
は
地
球
温
暖
化

格
差
拡
大
、
地
域
紛
争
と

多
民
族
共
生
、
感
染
症
流

行
な
ど
、
人
類
は
十
分
に

対
応
で
き
て
い
な
い
。

教
育
へ
の
期
待
は
、
急

速
な
社
会
変
化
の
中
で
、

未
知
の
問
題
に
立
ち
向
か

い
、
協
働
で
問
題
を
解
決

す
る
力
、
主
体
的
に
考
え

る
力
を
育
て
る
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
。

学
力
テ
ス
ト
で
測
ら
れ

る
定
型
型
学
力
（
で
き
る

て
い
け
い

学
力
、
早
く
効
率
的
に
回

答
す
る
）
に
対
し
て
、
現

実
場
面
で
の
問
題
を
解
決

す
る
力
と
な
る
非
定
型
型

ひ
て
い
け
い

学
力
（
わ
か
る
学
力
、
探

究
型
学
習
）
が
、
教
育
の。

最
前
線
で
問
わ
れ
て
い
る

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
習
到
達

度
調
査(

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ)

調
査

ピ

ザ

で
は
、
日
本
の
生
徒
の
読

解
力
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ

が
、
近
年
同
時
に
行
わ
れ

て
い
る
生
徒
の
生
活
満
足

度
の
国
際
比
較
で
は
、
日

本
の
生
徒
は
レ
ベ
ル
が
低

い
。Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
１
８
調

査
で
は
、
自
分
の
生
活
に

満
足
し
て
い
る
と
の
回
答

は
、
日
本
が

％
の
生
徒

50

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均

％
。
困
難
を
解
決
可
能

）

67と
考
え
て
い
る
生
徒
は
、

日
本

％
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

59

均

％
）
で
、
失
敗
へ
の

84
不
安
が
大
き
い
の
は
日
本

％
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

77

56

％
）
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
の
方
が
自
己
へ
の
信
頼

PISA2018_C

感
が
高
い
（。

）

N_JPN_Japanese

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
生
徒

は
、
読
解
力
と
主
観
的
幸

福
感
が
同
時
に
実
現
さ
れ

て
お
り
、
教
育
目
標
で
あ

る
「
将
来
の
社
会
生
活
に

活
き
る
力
」
が
、
注
目
さ

国
際
的
に

れ
て
い
る
（。『

見
る
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン

日
本
の
学
校
の
未

来
を
俯
瞰
す
る
』
勁
草
書

）

房2023.11.20

令
和
３
年
１
月
の
中
教

審
答
申
は
「
令
和
の
日
本

、

型
学
校
教
育
」
で
、
全
て

の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

引
き
出
す
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
と
少
人
数
に
よ
る
き
め

細
か
な
指
導
体
制
の
整
備

に
よ
る
「
個
別
最
適
な
学

」
、「

」

び
と

協
働
的
な
学
び

と
を
一
体
的
に
充
実
す
る。

こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
た

鶴
岡
市
の
学
校
教
育
の

課
題
は
、
小
中
一
貫
教
育

を
や
め
て
、
小
規
模
校
を

存
続
し
「
個
別
最
適
な
学

、

」
「

」

び
と
協
働
的
な
学
び

を
優
先
し
「
学
び
の
共
同

、

体
研
究
会
」
や
、
オ
ラ
ン

ダ
の
「
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教

育
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教

」
育
に
学
ぶ
べ
き
と
思
う
。

以
下
、
全
部
で

項
目

13

の
意
見
（
Ａ
４
・
８
頁
）

を
付
し
て
、

「
基
本
計
画
（
案
）
か

ら
『
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
』
を
導
入
す
る
理
由
を、

見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
ず

実
施
さ
れ
れ
ば
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
弊
害
が
、
平

成
大
合
併
以
上
に
生
ず
る

と
考
え
る
」。

と
述
べ
て
、
基
本
計
画

案
の
撤
回
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

2024年 月 日２ 11

第 号１４３４
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日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
「 」ＨＰは 藤島 加藤鉱一

と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
2月 20人 10,400円
1月 36人 32,030円

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画(

案)

」
に
５

加
藤
鉱
一

日
、
パ
ブ
コ
メ
を
送
付
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
賛
歌

23

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
薬
師
堂
に
あ

る
文
化
財
②

軍
配
団
扇

軍
配
は
、
相
撲
の
行
司

が
力
士
の
立
合
い
や
、
勝

敗
を
裁
定
す
る
の
に
用
い

る
道
具
で
あ
る
。

形
は
、
武
将
が
戦
の
指

揮
に
用
い
た
団
扇
の
形
を

し
た
軍
配
に
同
じ
く
、
金

粉
を
溶
い
た
金
泥
（
こ
ん

で
い
・
き
ん
で
い
で
天

）
「

下
太
平
国
家
安
全
「
一
味

」

清
風
」
な
ど
と
記
し
、
長

打
紐
を
つ
け
る
。

（

）

大
正
７
年
１
９
４
８

に
八
色
木
青
年
団
が
求
め

た
も
の
で
あ
る
。

念
仏
棚(

念
仏
壇)

、

薬
師
堂
に
月
日
を
定
め

念
仏
講
を
開
い
た
。

念
仏
は
、
心
に
仏
の
姿

や
功
徳
（
く
ど
く
）
を
観

、

。

じ
口
に
仏
名
を
唱
え
る

そ
れ
に
よ
り
極
楽
浄
土
で

往
生
で
き
る
と
い
う
。

念
仏
壇
は
安
政
５
年
１
（

）

。

８
５
８
７
月
に
求
め
た

念
仏
講
は
娯
楽
の
場
で

も
あ
っ
た
。
念
仏
銭
を
つ

の
り
、
村
々
の
祭
り
に
は

祈
願
棚
（
念
仏
壇
）
を
担

、

、

い
で
あ
め
菓
子
を
配
り

賽
銭
を
集
め
て
祈
願
行
事

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
。

獅
子
踊
り
の
興
行
の
際

に
は
、
よ
く
つ
い
て
行
っ

た
と
思
う
。（

）

嘉
永
３
年
１
８
５
０

念
仏
碑

２
月
、
永
慶
寺
に

を
建
立
し
た
。



月

日
に
県
か
ら
示

11

30

さ
れ
た
鶴
岡
市
の
令
和
６

「

」

年
産
米
の
生
産
の
目
安

は
、
前
年
比

㌧
増
（
０

46

・

％
）
の
５
万
９
５
６

09
㌧
で
、
面
積
換
算
で
同
23

減
（
▲
０
・

％
）
の

ha

26

８
６
６
５

と
な
り
ま
し

ha

た
。

㌃
当
た
り
反
収
は
、

10
前
年
度
５
８
６
㎏
か
ら
５

８
８
㎏
に
２
㎏
増
で
す
。

鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

（

）

会
会
長
・
皆
川
治
市
長

の
臨
時
総
会
が
２
日
、
グ

ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開

か
れ
「
生
産
の
目
安
」
の

、

配
分
方
法
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
６
年
度
産
地
交
付

金
の
使
途
は
、
５
年
度
と

同
様
と
し
ま
し
た
。

県
設
定
枠
で
は
「
米
粉

、

」

、

用
米
助
成
が
新
設
さ
れ

㌃
変
動
１
万
円
で
、
ケ

10イ
酸
質
肥
料
等
の
散
布
が

要
件
と
な
り
ま
す
。

県
転
換
作
物
新
規
拡
大

支
援
の
大
豆
、
飼
料
用
と

う
も
ろ
こ
し
（
上
限
１
万

円
）
は
、
面
積
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。

臨
時
総
会
に
先
立
ち
、

市
農
業
発
展
奨
励
賞
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
い
と
う

フ
ァ
ー
ム
（
矢
馳
、
伊
藤

稔
代
表
取
締
役
）
と
、
ジ

ェ
イ
エ
イ
庄
内
た
が
わ
藤

島
農
地
受
託
組
合
（
疋
田

勝
幸
代
表
理
事
）
に
、
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
と
う
フ
ァ
ー
ム
は
、

昨
年

月
に
「
山
形
県
ベ

12

ス
ト
ア
グ
リ
大
賞
」
を
受

賞
。
農
地
受
託
組
合
は
、

約
１
０
０
㌶
ま
で
受
託
面

積
を
広
げ
て
い
ま
す
。

い
う
事
だ
。
だ
か
ら
彼
ら

は
、
正
し
い
選
挙
で
選
ば

れ
た
の
で
は
な
い
。

▲
そ
の
ズ
ー
と
使
わ
れ
て

き
た
裏
金
の
使
い
方
を
、

党
内
で
調
査
す
る
ん
だ
っ

て
ヨ
。
本
当
の
事
が
国
民

の
前
に
出
さ
れ
る
と
思

う
？
去
年
の
統
一
教
会
の

調
べ
み
た
い
に
ウ
ヤ
ム
ヤ

に
な
る
事
必
定
で
し
ょ
う

ヤ
。
こ
れ
は
第
三
者
に
お

願
い
し
な
き
ゃ
。
こ
こ
に

岸
田
の
誤
魔
化
し
と
彼
の

本
気
度
が
表
れ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
結
果。

は
益
々
も
め
る
こ
と
に
も

▲
実
際
に
裏
金
は
ナ
ン
ボ

で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使

わ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
れ

は
政
治
の
分
だ
。
こ
れ
は

そ
う
じ
ゃ
な
い
・
と
分
け

る
ん
だ
よ
。
自
分
ら
じ
ゃ

出
来
な
い
ヨ
。
そ
う
い
う

事
が
ど
う
し
て
可
能
だ
っ

た
の
か
。
同
じ
罪
を
犯
さ

な
い
た
め
に
は
・
と
対
策

も
考
え
る
ん
だ
。

▲
ア
ベ
は
、
教
育
基
本
法

に
道
徳
を
入
れ
た
ん
で
し

ょ
。
自
民
党
に
政
治
の
道

徳
は
ア
ン
メ
～
（
石
川
）

。

大
弓
の
引
手
を
供
そ
う
と

其
筋
へ
願
い
、

余
名
の

20

若
者
が
懸
命
に
稽
古
の
最

中
と
い
う
所
も
あ
っ
た
。

あ
ま
茶
で

か
っ
ぽ
れ

”

か
っ
ぽ
れ

ー
こ
ん
な
も

”

ん
な
の
～
？

西
田
川
郡
上
肴
町
の
安

部
清
太
郎
は
、
カ
ツ
ボ
レ

踊
り
を
供
す
と
て
連
夜
練

習
し
て
い
る
。

、

蔵
王
温
泉
高
湯
村
で
は

温
泉
の
湯
と
風
呂
を
行
在

所
に
運
び
、
風
呂
を
沸
し

て
天
皇
に
入
浴
し
て
も
ら

う
こ
と
に
ま
と
ま
り
、
戸

長
に
申
し
入
れ
、
早
速
郡。

役
所
へ
願
い
出
た
と
い
う

こ
う
し
た
名
産
や
出
し

物
の
準
備
は
，
次
第
に
地

域
間
競
争
の
様
相
を
も
呈

し
始
め
た
。

何
に
も
供
さ
ぬ
こ
と
は

実
に
遺
憾
の
こ
と
と
て
、

近
在
の
若
者
が
寄
合
っ
て

稿
要
約)

。

こ
の
よ
う
に
大
方
の
県

民
は
好
意
的
だ
っ
た
。

特
に
行
列
が
通
過
す
る，

沿
道
と
な
る
各
地
域
で
は

天
皇
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
ご
覧
い
た
だ
く
出
し

物
や
お
土
産
に
趣
向
を
凝。

ら
す
準
備
が
進
め
ら
れ
た

ど
こ
ま
で
本
気

ア
ベ
派
は
総
会
を
開
い

て
派
を
解
散
す
る
こ
と
に

決
め
た
ト
。
代
表
者
は
、

派
が
出
来
て

年
に
な
る

45

歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
を
、

断
腸
の
思
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
長
い
間
首
相
を
出

す
な
ど
最
高
の
良
い
思
い

を
す
る
事
が
出
来
な
く
な

る
ん
だ
か
ら
、
言
う
よ
う

に
正
に
断
腸
の
思
い
で
し

ょ
う
ヨ
。
そ
う
な
る
き
っ

か
け
が
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
だ

っ
た
か
ら
、
こ
ち
ら
に
は

腹
が
煮
え
く
り
返
る
思
い

な
の
で
は
な
い
か
ネ
～
。

▲
報
道
で
は
、
ア
ベ
派
だ

け
で
６
、
７
億
円
超
の
裏

金
だ
っ
て
サ
。

年
間
で

45

。

は
ナ
ン
ボ
に
な
る
ン
ダ
ヤ

そ
の
金
で
地
盤
を
固
め
て

当
選
を
繰
り
返
し
、
最
大

の
集
団
と
な
り
、
党
内
で

も
数
の
力
で
権
力
を
握
っ

て
き
た
ん
で
し
ょ
。
だ
か

ら
裏
金
は
、
次
の
選
挙
で、

当
選
を
勝
ち
取
る
た
め
に

地
方
で
の
バ
ラ
マ
キ
を
陰

で
ズ
ー
と
や
っ
て
き
た
と

「
１
８
７
３(

明
治
５)

年
本
格
的
巡
幸
が
始
ま
っ

て
以
来
、
都
府
県
に
巡
幸

さ
れ
功
徳
を
も
た
ら
さ
れ

た
が
、
山
形
県
に
は
巡
幸

が
な
く
、
県
民
は
悲
し
み

に
暮
れ
て
い
た
。
し
か
し

今
般
決
定
し
、
心
待
ち
に

し
て
い
る
」(

山
形
新
聞
投

東
田
川
史
跡
物
語

県
民
の
対
応

出
し
物
な
ど
に
趣
向

―

青
山

崇

令
和
６
年
産
米
の
生
産
の
目
安

水稲作付率の調整状況

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 増減

鶴岡 65.2 65.6 62.9 60.0 58.4 58.3 58.2 60.6 60.4 58.9 56.1 55.8 55.7 ▲0.1

藤島 67.9 67.8 64.3 61.3 58.3 58.3 58.3 62.2 62.1 60.6 57.8 57.6 57.4 ▲0.2

羽黒 64.5 65.0 62.3 60.2 58.0 57.8 57.7 60.5 60.3 58.9 56.0 55.8 55.6 ▲0.2

櫛引 63.8 64.4 62.0 59.8 57.7 57.5 57.6 60.8 60.7 59.2 56.3 56.0 55.8 ▲0.2

朝日 64.0 64.6 62.0 59.5 57.7 58.2 58.1 60.1 59.9 58.5 55.7 55.5 55.3 ▲0.2

温海 57.1 59.1 58.3 57.3 56.7 56.6 56.7 58.4 58.4 57.0 54.5 54.1 53.8 ▲0.3

全市 65.1 65.5 62.8 60.2 58.1 58.1 58.1 60.8 60.7 59.2 56.4 56.1 56.0 ▲0.1

※本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率で、地域別の平均値です。


